
【Ｒ６】復習シート 中学校１年 国語（言語） 
 

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
中
学
校
） 

  
 

    

【
文
脈
に
即
し
て
同
訓
異
字
・
同
音
異
字
を
正
し
く
書
く
問
題
】 

１ 

次
の 

 
 

部
を
漢
字
で
書
き
ま
し
ょ
う
。
（
１
）
～
（
３
）
は
送
り
仮
名
も
書
き
ま
し
ょ
う
。 

（
１
）
そ
な
え
る 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
２
）
た
つ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

レ
ベ
ル
９ 

 
 

 
 
 

  

明
日
の
テ
ス
ト
に
そ
な
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

毎
日
お
菓
子
を
食
べ
る
習
慣
を
た
つ
。 

  

先
祖
の
墓
に
花
を
そ
な
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

バ
ッ
グ
を
作
る
た
め
に
布
を
た
つ
。 

 

（
３
）
あ
つ
い 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
４
）
ゲ
ン 

 

今
年
は
去
年
よ
り
も
あ
つ
い
。 

 
 

 
 

 
 

ゲ
ン
密
に
言
え
ば
ト
マ
ト
は
果
物
だ
。 

 

頂
上
を
あ
つ
い
雲
が
お
お
う
。 

 
 
 

 
 
 

利
根
川
の
ゲ
ン
流
は
群
馬
に
あ
る
。 

 

（
５
）
キ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
６
）
エ
キ 

  

キ
族
の
く
ら
し
を
学
習
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

有
エ
キ
な
情
報
を
聞
け
た
。 

  

合
唱
の
指
キ
者
を
す
る
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

こ
の
エ
キ
体
は
何
か
調
べ
る
。 

  

【
文
脈
に
即
し
て
同
訓
異
字
を
正
し
く
選
ぶ
問
題
】 

２ 

次
の 

 

部
に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
□
に
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

（
１
）
お
さ
め
る 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

レ
ベ
ル
９ 

  
 

大
事
な
書
類
を
書
庫
に
お
さ
め
る
。 

  
 

ア
、
治
め
る 

 

イ
、
納
め
る 

 

ウ
、
収
め
る 

 

エ
、
修
め
る 

 

（
２
）
つ
と
め
る 

  
 

警
察
が
、
事
件
の
解
決
に
つ
と
め
る
。 

  
 

ア
、
努
め
る 

 

イ
、
勤
め
る 

 

ウ
、
務
め
る 

 

エ
、
勉
め
る 

 
 

復
習
シ
ー
ト 

第
一
学
年 

国
語 

 
組 

番

号 

名

前 

 

模
範
解
答 

ウ ア 

備
え
る
…
用
意
や
準

備
を
す
る
と
い
う
意

味
。 

供
え
る
…
神
仏
な
ど

の
前
に
物
を
さ
さ
げ

る
と
い
う
意
味
。 

断
つ
…
続
い
て
き
た
も

の
を
途
切
れ
さ
せ
る
こ

と
。 

裁
つ
…
紙
や
布
な
ど
を

切
る
と
い
う
意
味
。 

経
つ
…
時
間
が
過
ぎ
去

る
こ
と
。 

絶
つ
…
続
く
は
ず
の
も

の
が
途
切
れ
る
こ
と
。
命

を
絶
つ
な
ど
。 

暑
い
…
気
温
に
対
し

て
使
う
。 

厚
い
…
物
体
の
幅
に

対
し
て
使
う
。 

熱
い
…
物
体
の
温
度

に
対
し
て
使
う
。 

 
 

 

引
き
渡
す
。
と
ど
め
る
。 

中
に
入
る
。
収
束
す
る
。 

人
格
や
行
い
を
身
に
着
け
る
。 

問
題
の
な
い
状
態
に
す

る
。
統
治
す
る
。 

努
力
し
て
行
う
こ
と
。 

仕
事
に
つ
く
こ
と
。 

あ
る
役
割
や
任
務
を

引
き
受
け
て
仕
事
を

す
る
こ
と
。 

「
努
め
る
」
と
同
義
だ

が
、
学
問
に
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。 

備
え
る 

供
え
る 

暑
い 

厚
い 

厳 源 

貴 揮 
益 液 

断
つ 

裁
つ 



【Ｒ６】復習シート 中学校１年 国語（言語） 
 

  

 

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
中
学
校
） 

  
 

     

【
文
脈
に
即
し
て
同
音
異
義
語
を
正
し
く
書
く
問
題
】 

３ 

次
の 

 
 

部
を
漢
字
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

レ
ベ
ル
９ 

（
１
）
い
し 

  
 

こ
の
病
院
の
い
し
は
腕
が
い
い
と
評
判
だ
。 

  
 

強
い
い
し
で
決
め
た
こ
と
だ
か
ら
、
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
。 

 

（
２
）
せ
い
か
く 

  
 

私
は
負
け
ず
ぎ
ら
い
な
せ
い
か
く
だ
。 

  
 

今
日
の
出
来
事
を
せ
い
か
く
に
話
す
。 

 

（
３
）
そ
う
ぞ
う 

  
 

何
が
あ
っ
た
の
か
は
簡
単
に
そ
う
ぞ
う
で
き
る
。 

  
 

古
事
記
に
は
、
日
本
は
神
々
が
そ
う
ぞ
う
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

（
４
）
き
か
ん 

  
 

長
い
き
か
ん
海
外
に
住
ん
で
い
た
。 

  
 

肝
臓
は
消
化
き
か
ん
で
は
な
い
。 

 

（
５
）
き
か
い 

  
 

せ
っ
か
く
の
き
か
い
を
の
が
し
て
は
い
け
な
い
。 

  
 

父
に
、
壊
れ
た
き
か
い
を
直
し
て
も
ら
う
。 

 

    

復
習
シ
ー
ト 

第
一
学
年 

国
語 

 
組 

番

号 

名

前 

 

模
範
解
答 

          

意
志 

医
師 

性
格 

正
確 

想
像 

創
造 

期
間 

器
官 

機
会 

機
械 

想
像
…
何
か
を
思
う
こ
と
。 

創
造
…
何
か
を
作
り
だ
す

こ
と
。 

意
志
…
あ
る
こ
と
を
行
い

た
い
・
や
り
と
げ
た
い
と
い

う
強
い
考
え
。 

意
思
…
何
か
を
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
。
心
持
ち
。 

期
間
…
期
日
か
ら
期
日
の
間
。 

器
官
…
生
物
に
お
い
て
生
理

機
能
を
も
つ
部
分
。 

機
関
…
あ
る
働
き
を
す
る
た

め
の
仕
組
み
。
組
織
。 



【Ｒ６】復習シート 中学校１年 国語（言語） 
  

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
中
学
校
） 

  
 

    

【
文
中
の
主
語
に
当
た
る
も
の
を
選
択
す
る
問
題
】 

４ 

次
の
文
の
主
語
と
述
語
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
１
） 

信
長
は
、
南
蛮
貿
易
に
よ
っ
て
日
本
に
新
し
い
文
化
を
取
り
入
れ
た
。 

 
 

 
 

レ
ベ
ル
９ 

 

主
語 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

述
語 

 
 

  

（
２
） 

私
の
よ
く
通
う
図
書
館
が
、
中
学
校
の
近
く
に
移
転
し
た
。 

 

主
語 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

述
語 

 
 

  

【
文
中
の
修
飾
語
・
被
修
飾
語
に
当
た
る
も
の
を
全
て
選
択
す
る
問
題
】 

５ 

次
の 

 
 

部
を
く
わ
し
く
し
て
い
る
言
葉
の
（ 

）
に
〇
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 
 

レ
ベ
ル
８ 

（ 
 
 

） 

（ 

〇 

） 
 

 

（ 
 
 

）
（ 

 
 

） 

（
１
）
春
に
な
る
と 

あ
た
た
か
い 

風
が 

ほ
お
を 

 

な
で
る
。 

  
 

（ 
 

）
（ 

〇 

） 

（ 

〇 

） 

（ 
 

） 

（ 

〇 

） 

（
２
）
彼
は 

図
書
室
で 

静
か
に 

 

分
厚
い 
 

本
を 

読
ん
で
い
る
。 

 

６ 

次
の 

 
 

部
の
修
飾
語
が
く
わ
し
く
し
て
い
る
言
葉
の
（ 

）
に
〇
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 
 

（ 
 

） 

（ 
 

） 
 

（ 
 

） 
 

（ 
 

） 
 

（ 

〇 

） 

 
 

 

わ
た
し
は 

毎
日 

 
 

集
中
し
て 

 

ピ
ア
ノ
を 

 

練
習
す
る
。 

 

【
適
切
な
接
続
語
を
選
択
す
る
問
題
】 

７ 

次
の
文
の 

 
 

 

に
入
る
言
葉
を
、
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

レ
ベ
ル
６ 

 

け
が
を
し
て
し
ま
い
、
一
カ
月
間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 
 
 

 

体
力
は
落
ち
て
、

タ
イ
ム
も
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

ア
、
し
か
し 

 

イ
、
な
ぜ
な
ら 

 

ウ
、
だ
か
ら 

 

エ
、
と
こ
ろ
で 

 

復
習
シ
ー
ト 

第
一
学
年 

国
語 

 
組 

番

号 

名

前 

 

模
範
解
答 ウ 

 
 

 
 

信
長
は 
取
り
入
れ
た 

図
書
館
が 

移
転
し
た 

※
修
飾
語
が
、
す
ぐ
上
に
来
る
と

は
限
ら
な
い
の
で
注
意
す
る
。 

※
前
後
の
文
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
な
か
っ
た
か
ら
、
タ
イ
ム
が
下
が
っ
た
。 

 

主
語
…
「
何
（
だ
れ
）
が
」
に
あ
た
る
文
節
。
「
～
は
」
「
～
も
」

「
～
こ
そ
」
「
～
さ
え
」
と
い
う
使
い
方
も
あ
る
。 

述
語
…
「
ど
う
す
る
」
「
ど
ん
な
だ
」
「
何
だ
」
に
あ
た
る
文
節
。 

レ
ベ
ル
８ 



【Ｒ６】復習シート 中学校１年 国語（言語） 
 

 

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
中
学
校
） 

  
 

     

【
敬
語
の
種
類
を
理
解
し
、
正
し
い
敬
語
に
直
す
問
題
】 

８ 

次
の
文
の 

 
 

部
の
言
葉
を
敬
語
に
直
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

レ
ベ
ル
１０ 

 
 

 

主
語 

（
１
）
先
生
が
、
家
庭
訪
問
に
来
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

主
語 

（
２
）
お
客
様
か
ら
お
土
産
を
も
ら
う
。
（
私
・
身
内
が
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

主
語 

（
３
）
校
長
先
生
、
お
伝
え
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
（
私
が
） 

 
 

 

主
語 

（
４
）
社
長
、
デ
ザ
ー
ト
を
食
べ
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
の
意
味
を
理
解
し
、
正
し
い
も
の
を
選
ぶ
問
題
】 

９ 

次
の
文
の
□
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
ア
～
エ
の
中
か
ら
選
び
〇
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
６ 

（
１
） 

 
 

を
か
ぶ
る
（
も
と
も
と
の
性
質
を
か
く
し
て
、
人
前
で
大
人
し
く
す
る
こ
と
） 

 
 

ア
、
い
ぬ 

 
 

イ
、
う
さ
ぎ 

 

ウ
、
ね
こ 

 

エ
、
馬 

 

（
２
） 

 
 

の
な
み
だ
（
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
量
の
た
と
え
） 

 
 

ア
、
か
ら
す 

 

イ
、
す
ず
め 

 

ウ
、
は
と 

 

エ
、
め
じ
ろ 

 

（
３
） 

 
 

に
つ
ま
ま
れ
る
（
意
外
な
こ
と
が
突
然
起
き
て
わ
け
も
わ
か
ら
ず
ぼ
ん
や
り
す
る
こ
と
） 

 
 

ア
、
た
ぬ
き 

 

イ
、
い
た
ち 

 

ウ
、
く
ま 

 

エ
、
き
つ
ね 

 

 
 

次
の
意
味
に
当
て
は
ま
る
慣
用
句
を
、
ア
～
エ
か
ら
選
び
ま
し
ょ
う
。 

レ
ベ
ル
６ 

 

（
１
）
手
伝
っ
て
も
ら
う
。
助
力
し
て
も
ら
う
こ
と
。 

 
 

ア
、
手
を
染
め
る 

 

イ
、
手
を
下
す 

 

ウ
、
手
を
焼
く 

 

エ
、
手
を
借
り
る 

 

（
２
）
上
達
す
る
こ
と
。 

 
 

ア
、
う
で
が
鳴
る 

イ
、
う
で
を
上
げ
る 

ウ
、
う
で
を
磨
く 

 

エ
、
う
で
が
立
つ 

 

（
３
）
物
事
に
関
与
す
る
。
深
入
り
す
る
こ
と
。 

 
 

ア
、
首
を
つ
っ
こ
む 

 

イ
、
首
が
飛
ぶ 

 

ウ
、
首
が
回
ら
な
い 

 

エ
、
首
を
長
く
す
る 

 
 

復
習
シ
ー
ト 

第
一
学
年 

国
語 

 
組 

番

号 

名

前 

 

模
範
解
答 

ウ イ エ 

主
語
が
目
上
の
人
だ
っ
た
ら
尊
敬
語
。 

主
語
が
自
分
や
身
内
だ
っ
た
ら
謙
譲
語

ま
た
は
丁
寧
語
。 

 

い
た
だ
く 

い
ら
っ
し
ゃ
る
、
お
越
し
に
な
る 

来
ら
れ
る 

な
ど 

あ
り
ま
す
・
ご
ざ
い
ま
す 

召
し
上
が
っ
て 

エ イ ア 

10 

何
か
を
し
始
め
る
。 

悪
い
こ
と
を
し
始
め
る
。 

自
分
で
そ
の
こ
と
を

行
う
。
着
手
す
る
。 

も
て
あ
ま
す
。
取
り

扱
い
に
困
る
。
や
り

そ
こ
な
う
。 

技
能
や
能
力
を
発
揮
し
た
く
て
じ

っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
で
い
る
。 

上
達
す
る
よ
う
に
訓
練
す
る
。 

腕
前
・
技
術
が
優
れ
て
い
る
。 

免
職
に
な
る
。
解
雇
さ

れ
る
。 

支
払
い
な
ど
が
多
く
て
お
金

の
や
り
く
り
が
つ
か
な
い
。 

望
み
、
期
待
が
早
く
実
現

し
て
ほ
し
い
と
思
い
な

が
ら
待
つ
。
待
ち
焦
が
れ

る
。 



【Ｒ６】復習シート 中学校１年 国語（言語） 
 

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
中
学
校
） 

  
 

     

【
熟
語
の
成
り
立
ち
を
理
解
し
、
同
じ
構
成
の
熟
語
を
選
択
す
る
問
題
】 

 

 
 

次
の
二
字
の
熟
語
の
成
り
立
ち
を
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 
 

レ
ベ
ル
９ 

 

（
１
）
加
熱 

 
 
 

 
 

（
２
）
往
復 

 
 

 
 

 
 

（
３
）
過
去 

  
 

 

ア
、
似
た
意
味
の
漢
字
の
組
み
合
わ
せ 

 
 

 

イ
、
意
味
が
対
に
な
っ
て
い
る
漢
字
の
組
み
合
わ
せ 

ウ
、
上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修
飾
し
て
い
る 

エ
、
「
―
を
」
「
―
に
」
を
表
す
漢
字
が
下
に
く
る 

  
 
 
 
 

次
の
三
字
の
熟
語
の
成
り
立
ち
を
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 
 

レ
ベ
ル
８ 

  

（
１
）
記
念
品 

 
 

 
 
 

（
２
）
低
学
年 

 
 

 
 
 

 

（
３
）
積
極
的 

 

ア
、
上
の
一
字
の
語
が
、
下
の
二
字
の
語
を
修
飾
し
、
性
質
や
状
態
を
限
定
し
て
い
る 

イ
、
上
の
二
字
の
語
が
、
下
の
一
字
を
修
飾
し
て
、
物
事
の
名
前
と
な
っ
て
い
る 

ウ
、
上
の
二
字
の
語
に
、
下
の
一
字
の
語
が
意
味
を
そ
え
て
、
様
子
や
状
態
を
表
し
て
い
る
。 

エ
、
一
字
の
語
の
集
ま
り 

 

【
四
字
熟
語
の
意
味
を
理
解
し
、
正
し
い
も
の
を
選
ぶ
問
題
】 

  
 

 

一
～
十
の
中
か
ら
数
を
一
つ
選
ん
で
書
き
、
正
し
い
四
字
熟
語
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

レ
ベ
ル
１０ 

 

（
１
） 

 
 
 

苦
八
苦
・
・
・
思
い
通
り
に
行
か
ず
苦
労
す
る
こ
と
。 

  

（
２
） 

 
 
 

転
八
起
・
・
・
何
度
失
敗
し
て
も
く
じ
け
ず
に
、
立
ち
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
。 

  

（
３
） 

 
 
 

里
霧
中
・
・
・
状
況
が
分
か
ら
ず
、
判
断
に
迷
う
こ
と
。
手
探
り
で
行
動
す
る
こ
と
。 

  

（
４
） 

 
 
 

日
天
下
・
・
・
権
力
を
握
っ
て
い
る
期
間
が
、
き
わ
め
て
短
い
こ
と
。 

 

復
習
シ
ー
ト 

第
一
学
年 

国
語 

 
組 

番

号 

名

前 

 

模
範
解
答 

エ 

イ 

ア 

「
熱
を
」
加
え
る
。 

往
…
行
く
。 

復
…
も
ど
る
。 

過
ぎ
る
。 

去
る
。 

12 

イ 

ア 

ウ 

11 13 

四 七 五 三 
記
念
＋
品 

低
＋
学
年 

積
極
＋
的 

典
型
的 

合
理
化
な
ど 

高
性
能
・
新
記
録
な
ど 

運
動
場
・
加
盟
国
な
ど 

市
町
村
・
大
中
小
な
ど 

※
数
の
入
る
四
字
熟
語
は
数

多
く
あ
る
。
意
味
も
一
緒
に

覚
え
る
と
覚
え
や
す
い
。 

 

一
期
一
会
、
一
石
二
鳥
、
一
日

千
秋
、
二
束
三
文
、
三
寒
四

温
、
五
臓
六
腑
、
七
転
八
倒
、
、

八
方
美
人
、
九
死
一
生
、
十
中

八
九
、
十
人
十
色
、
千
差
万
別 

な
ど 



【Ｒ６】復習シート 中学校１年 国語（言語） 
  

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
中
学
校
） 

  
 

     

【
打
ち
消
し
の
漢
字
を
理
解
し
、
正
し
く
書
く
問
題
】 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

レ
ベ
ル
６ 

 

 
 

S
 

□
の
中
に
入
る
打
ち
消
し
の
漢
字
一
字
を
下
か
ら
選
ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

（
１
） 

 
 
 
  
 
 

意
味 

（
２
） 

 
 

 

確
認 

（
３
） 

 
 
 

発
表 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  

（
４
） 

 
 
 
  
 
 

注
意 

（
５
） 

  
 
 
 
 
 

差
別 

 

（
６
） 

 
 
 
  
 
 

現
実 

 
 

 

【
複
合
語
を
理
解
し
、
正
し
い
組
み
合
わ
せ
を
選
択
す
る
問
題
】 

  
 

 

次
の
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
を
下
の
ア
～
エ
か
ら
選
ん
で
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。 

 
 

レ
ベ
ル
７ 

 
 

 

  

（
１
）
輸
入
品 

 
 

 
 
 

 

（
２
）
窓
ガ
ラ
ス 

  

（
３
）
正
夢 

 
 
 

 
 
 

 

（
４
）
重
箱 

     

【
対
義
語
を
理
解
し
、
正
し
い
対
義
語
を
選
択
す
る
問
題
】 

 
 

 
 

 

次
の
言
葉
の
対
義
語
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 
 

 
 

レ
ベ
ル
８ 

 

（
１
）
原
因 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
２
）
進
化 

  

（
３
）
集
合 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
４
）
賛
成 

    

和
語
…
日
本
に
も
と
も
と
あ
る
言
葉
（
や
ま
と
こ
と
ば
）
。
訓
読
み
で
読
む
こ
と

が
多
い
。 

漢
語
…
中
国
か
ら
入
っ
て
き
た
言
葉
。
音
読
み
で
読
む
。 

外
来
語
…
漢
語
以
外
の
外
国
か
ら
来
た
言
葉
。
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
こ
と
が
多
い
。 

組 

番

号 

名

前 

 

模
範
解
答 

復
習
シ
ー
ト 

第
一
学
年 

国
語 

 

14 

…
～
で
な
い
（
単

純
な
否
定
） 

…
存
在
し
な
い 

…
（
今
は
ま
だ
そ
の

状
態
に
）
な
い
。 

…
注
意
し
な
い
。 

…
現
実
で
は
な
い 

…
（
そ
の
こ
と
で
は
）

な
い
。 

 

よ
く
な
い
状
態
に

な
る
こ
と
。 

無 

未 

不 

未 

無 

非 

不 
 

未 
 

 

無 
 

非 
 

…
意
味
が
な
い
。 

…
ま
だ
確
認
で
き

て
い
な
い
。 

…
ま
だ
発
表
し

て
い
な
い
。 

…
差
別
が
な
い
。 

ア 

ア
、
和
語
と
和
語
の
組
み
合
わ
せ 

 

イ
、
漢
語
と
漢
語
の
組
み
合
わ
せ 

 
 

 

ウ
、
漢
語
と
和
語
の
組
み
合
わ
せ 

 

エ
、
和
語
と
外
来
語
の
組
み
合
わ
せ 

 

15 

エ 

イ 

ウ 

16 

 
 

 
 

対
義
語
・
・
・
意
味
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
語
。 

結
果 

解
散 

反
対 

退
化 

【
小
学
校
で
学
ぶ
対
義
語
の
例
】 

客
観
と
主
観
、
先
祖
と
子
孫 

直
接
と
間
接
、
生
産
と
消
費 

人
工
と
自
然
、
単
純
と
複
雑 

増
加
と
減
少
、
義
務
と
権
利 

有
効
と
無
効
、
有
害
と
無
害 

不
潔
と
清
潔
、
苦
手
と
得
意 

拡
大
と
縮
小
、
長
所
と
短
所 

積
極
的
と
消
極
的 

強
制
的
と
自
発
的 

 

な
ど 



【Ｒ６】復習シート 中学校１年 国語（話すこと・聞くこと） 
 

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
中
学
校
） 

  
 

     

【
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
を
問
う
問
題
】 

１ 

田
中
さ
ん
の
学
校
で
は
、
文
化
祭
で
各
学
級
が
出
し
物
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
田

中
さ
ん
の
学
級
で
は
、
文
化
祭
で
の
出
し
物
を
、
話
合
い
で
決
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
は
、
そ
の

【
話
合
い
の
様
子
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

 

【
話
合
い
の
様
子
の
一
部
】 

一
、
【 

① 

】
に
入
る
森
下
さ
ん
の
発
言
内
容
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
１
～
４
の
中
か

ら
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

レ
ベ
ル
８ 

 

１ 

劇
よ
り
も
歌
の
ほ
う
が
、
練
習
時
間
が
少
な
く
て
す
む
と
思
い
ま
す
。 

２ 

歌
よ
り
も
劇
の
ほ
う
が
、
練
習
に
時
間
が
か
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

３ 

劇
と
歌
以
外
の
出
し
物
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

４ 

劇
と
歌
を
一
緒
に
や
る
と
い
う
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

   

復
習
シ
ー
ト 

第
一
学
年 

国
語 

 
組 

番

号 

名

前 

 

模
範
解
答 

 

田
中 

劇
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
劇
は
多
く
の
人
が
活
や
く
で
き
る
し
、
見
て
い
る
人
も
楽
し
め
る

と
思
う
か
ら
で
す
。 

 

山
本 

劇
は
楽
し
そ
う
で
す
ね
。
見
て
い
る
人
が
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
お
も
し
ろ
い
劇

が
し
た
い
で
す
。 

 

小
池 

劇
は
練
習
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
も
っ
と
簡
単
に
で
き
る
も
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

み
ん
な
で
歌
を
歌
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 

森
下 

そ
う
で
す
ね
。
【 

 
 

 

① 
 

 
 

 
 

】 

そ
れ
に
、
歌
は
き
い
て
い
る
人
た
ち
に
感
動
を
届
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

司
会 

今
、
劇
と
歌
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
他
に
意
見
は
あ
り
ま
す
か
。 

 

小
池 

歌
う
の
で
あ
れ
ば
、
「
旅
立
ち
の
日
に
」
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 

司
会 

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
出
し
物
を
何
に
す
る
か
を
決
め
て
か
ら
話
し
合
う
の
で
、 

 
 

 
 

ま
ず
は
出
し
物
に
つ
い
て
の
意
見
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

大
木 

ダ
ン
ス
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
会
場
に
い
る
人
た
ち
も
、
も
り
上
が
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

～
（
話
し
合
い
が
続
く
）
～ 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
作
成
者
自
作
） 

１ 
 

前
の
人
の
歌
は
ど
う
か
と
い
う
発
言
を
受
け
て
、
「
そ
う
で
す
ね
。」
と
納
得

し
て
い
る
た
め
、
歌
に
対
し
て
賛
成
し
て
い
る
発
言
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 



【Ｒ６】復習シート 中学校１年 国語（話すこと・聞くこと） 
 

二
、 

 
 

 
 

 

線
部
の
司
会
の
発
言
は
、
こ
の
話
合
い
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る

か
、
そ
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書

き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

レ
ベ
ル
６ 

 

１ 

こ
れ
ま
で
の
話
合
い
で
出
さ
れ
た
意
見
を
挙
げ
、
話
合
い
を
ま
と
め
る
役
割 

２ 

こ
れ
ま
で
の
話
合
い
の
流
れ
を
受
け
て
、
今
話
し
合
う
べ
き
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
役
割 

３ 

こ
れ
ま
で
の
話
合
い
で
出
さ
れ
た
考
え
の
他
に
、
新
た
な
考
え
を
出
そ
う
と
す
る
役
割 

４ 

こ
れ
ま
で
の
話
合
い
の
仕
方
を
ふ
り
返
り
、
話
合
い
の
仕
方
を
確
か
め
る
役
割 

         

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
話
し
出
し
た
小
池
さ
ん
の
発
言
を
受
け
て
、
今
は
ま
ず
、

出
し
物
を
何
に
す
る
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
時
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。 

２ 
 



【Ｒ６】復習シート 中学校１年 国語（書くこと） 
 

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
中
学
校
） 

  
 

    

【
「
書
く
こ
と
」
を
問
う
問
題
】 

１ 

田
中
さ
ん
は
、
国
語
の
時
間
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
上
手
な
取
り
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
意

見
文
を
書
き
ま
し
た
。
書
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
表
現
に
誤
り
が
あ
っ
た
の
で
修
正
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
意
見
文
の
下
書
き
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

                

 

一 

―
線
部
①
を
正
し
く
直
し
た
も
の
を
、
次
の
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 

１ 

得
点 

 
 

２ 

利
点 

 
 

３ 

合
点 

 
 

４ 

句
点 

レ
ベ
ル
６ 

    

二 

―
線
部
②
を
正
し
く
直
し
た
も
の
を
、
次
の
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 

１ 

ま
た 

 
 

２ 

こ
の
よ
う
に 

 
 

３ 

し
か
し 

 
 

４ 

そ
し
て 

    

三 

―
線
部
③
に
つ
い
て
、
適
切
な
表
現
と
な
る
よ
う
に
正
し
く
書
き
直
し
な
さ
い
。 

レ
ベ
ル
７ 

 
 

謝
り
ま
し
た

→
（ 

謝
ら
れ
ま
し
た 

 
 

） 
  

復
習
シ
ー
ト 

第
一
学
年 

国
語 

 
組 

番

号 

名

前 

３ ２ 

素
早
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
が
で
き
る
良
い
点
に
つ
い
て
の
説
明
し
て
い
る
の

で
、
良
い
点
と
い
う
意
味
の
「
利
点
」
が
正
答
と
な
る
。 

前
の
文
が
返
信
し
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
後
の
文
は
前
の
文
の
内

容
の
逆
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
た
め
、
逆
接
の
「
し
か
し
」
が
正
答
と
な
る
。
レ
ベ
ル
６ 

友
達
が
謝
っ
て
い
る
の
で
、
受
け
身
の
表
現
に
改
め
る
。 

【
意
見
文
の
下
書
き
】 

私
は
最
近
、
友
達
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
チ
ャ
ッ
ト
で
話
を
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。 

 

チ
ャ
ッ
ト
で
は
素
早
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
が
で
き
る
と
い
う
①

欠
点
が
あ
り
ま
す
。 

あ
る
日
、
友
達
か
ら
「
今
度
、
遊
ぼ
う
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。
私
は
す
ぐ

に
、
「
い
い
よ
！
」
と
返
信
し
ま
し
た
。
②

だ
か
ら
、
友
達
か
ら
は
返
信
が
来
ま
せ
ん
。
私
は
「
も
し

か
し
て
、
友
達
は
私
と
遊
び
た
く
な
い
の
か
な
？
」
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
日
、
友
達
か
ら 

「
ご
め
ん
ね
、
返
信
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
」
と
③

謝
り
ま
し
た
。
友
達
は
、
私
の
返
信
を
見
逃
し

て
い
た
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
チ
ャ
ッ
ト
で
は
、
素
早
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
が
で
き
る
一
方
で
、
相
手
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
チ
ャ
ッ
ト
に
は
こ
の
よ
う
な

特
ち
ょ
う
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
、
上
手
に
友
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
作
成
者
自
作
） 

模
範
解
答 



【Ｒ６】復習シート 中学校１年 国語（読むこと・文学的な文章） 
 

埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
中
学
校
） 

  
 

    

【
「
読
む
こ
と
」
を
問
う
問
題
】 

次
の
問
題
を
解
き
な
さ
い
。 

                                  

復
習
シ
ー
ト 

第
一
学
年 

国
語 

 
組 

番

号 

名

前 

 

模
範
解
答 

 

    

「
茶
わ
ん
の
善
悪
は
、
な
ん
で
き
め
る
の
だ
。」
と
、
殿
さ
ま
は
申
さ
れ
ま
し
た
。 

「
す
べ
て
陶
器
は
、
軽
い
、
薄
手
の
を
貴
び
ま
す
。
茶
わ
ん
の
重
い
、
厚
手
の
は
、
ま
こ
と
に
品
の

な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
、
役
人
は
お
答
え
し
ま
し
た
。 

 

殿
さ
ま
は
、
黙
っ
て
う
な
ず
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
か
ら
、
殿
さ
ま
の
食
膳
（
し
ょ
く
ぜ

ん
）
に
は
、
そ
の
茶
わ
ん
が
供
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

殿
さ
ま
は
、
忍
耐
（
に
ん
た
い
）
強
い
お
方
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
苦
し
い
こ
と
も
け
っ
し
て
、
口

に
出
し
て
申
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
一
国
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
ら
れ
る
方
で
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
す
こ
し
ぐ
ら
い
の
こ
と
に
は
驚
き
は
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

今
度
、
新
し
く
、
薄
手
の
茶
わ
ん
が
上
が
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
三
度
の
お
食
事
に
殿
さ
ま
は
、

い
つ
も
手
を
焼
く
よ
う
な
熱
さ
を
、
顔
に
も
出
さ
れ
ず
に
我
慢
（
が
ま
ん
）
を
な
さ
れ
ま
し
た
。 

（
中
略
） 

 

け
れ
ど
、
殿
さ
ま
は
、
毎
日
お
食
事
の
と
き
に
茶
わ
ん
を
ご
ら
ん
に
な
る
と
、
な
ん
と
い
う
こ
と
な

く
、
顔
色
が
曇
（
く
も
）
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

あ
る
と
き
、
殿
さ
ま
は
山
国
を
旅
行
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
地
方
に
は
、
殿
さ
ま
の
お
宿
を
す
る
い

い
宿
屋
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
百
姓
家
に
お
泊
ま
り
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

百
姓
は
、
お
世
辞
の
な
い
か
わ
り
に
、
ま
こ
と
に
親
切
で
あ
り
ま
し
た
。
殿
さ
ま
は
ど
ん
な
に
そ
れ

を
心
か
ら
お
喜
び
な
さ
れ
た
か
し
れ
ま
せ
ん
。
い
く
ら
さ
し
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
も
、
山
国
の
不
便
な

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
さ
し
あ
げ
る
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
、
殿
さ
ま
は
、
百
姓

の
真
心
を
う
れ
し
く
思
わ
れ
、
そ
し
て
、
み
ん
な
の
食
べ
る
も
の
を
喜
ん
で
お
食
べ
に
な
り
ま
し
た
。 

 

季
節
は
、
も
う
秋
の
末
で
寒
う
ご
ざ
い
ま
し
た
か
ら
、
熱
い
お
汁
が
身
体
を
あ
た
た
め
て
、
た
い
へ

ん
う
も
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
お
い
し
か
っ
た
）
が
、
茶
わ
ん
は
厚
い
か
ら
、
け
っ
し
て
手
が
焼
け
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

殿
（
と
の
）
さ
ま
に
仕
え
る
役
人
は
、
有
名
な
陶
器
師
（
と
う
き
し
）
に
殿
さ
ま
の
茶
わ
ん
を
造
る

よ
う
命
じ
た
。 

陶
器
師
は
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
軽
く
て
薄
い
、
上
等
な
茶
わ
ん
を
造
っ
た
。 

そ
の
茶
わ
ん
は
役
人
に
よ
っ
て
殿
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
届
け
ら
れ
た
。 
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設
問
１ 

殿
さ
ま
が
「
こ
の
茶
わ
ん
は
、
な
ん
と
い
う
も
の
が
造
っ
た
の
だ
。
」
と
尋
ね
た
理
由
に
近
い
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

レ
ベ
ル
８ 

 

ア 

百
姓
の
出
し
た
茶
わ
ん
が
、
あ
ま
り
に
粗
末
な
茶
わ
ん
で
あ
っ
た
た
め
。 

 

イ 

百
姓
が
殿
さ
ま
に
対
し
て
失
礼
な
態
度
を
と
っ
た
た
め
。 

 

ウ 

百
姓
の
出
し
た
茶
わ
ん
が
、
熱
い
も
の
を
入
れ
る
の
に
適
し
て
い
た
た
め
。 

  

設
問
２ 

殿
さ
ま
の
考
え
方
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

レ
ベ
ル
８ 

 

 

ア 

よ
い
陶
器
と
い
う
も
の
は
、
軽
く
て
薄
手
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

イ 

世
間
に
名
の
知
れ
た
陶
器
師
の
茶
わ
ん
に
満
足
し
て
い
る
。 

 

ウ 

粗
末
な
茶
わ
ん
を
差
し
出
し
た
百
姓
に
対
し
て
不
満
を
も
っ
て
い
る
。 

 

エ 

茶
わ
ん
を
造
っ
た
者
の
真
心
や
親
切
な
心
が
け
に
感
心
し
て
い
る
。 

 

 
殿
さ
ま
は
、
こ
の
と
き
、
ご
自
分
の
生
活
を
な
ん
と
い
う
煩
（
わ
ず
ら
）
わ
し
い
こ
と
か
と
思
わ
れ

ま
し
た
。
い
く
ら
軽
く
た
っ
て
、
ま
た
薄
手
で
あ
っ
た
と
て
、
茶
わ
ん
に
た
い
し
た
変
わ
り
の
あ
る
は

ず
が
な
い
。
そ
れ
を
軽
い
薄
手
が
上
等
な
も
の
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

こ
と
は
、
な
ん
と
い
う
う
る
さ
い
ば
か
げ
た
こ
と
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。 

殿
さ
ま
は
、
百
姓
の
お
膳
に
乗
せ
て
あ
る
茶
わ
ん
を
取
り
あ
げ
て
、
つ
く
づ
く
ご
ら
ん
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

「
こ
の
茶
わ
ん
は
、
な
ん
と
い
う
も
の
が
造
っ
た
の
だ
。
」
と
申
さ
れ
ま
し
た
。 

 

百
姓
は
、
ま
こ
と
に
恐
れ
入
り
ま
し
た
。
じ
つ
に
粗
末
な
茶
わ
ん
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
殿
さ
ま
に

対
し
て
ご
無
礼
を
し
た
と
、
頭
を
下
げ
て
お
わ
び
を
申
し
あ
げ
ま
し
た
。 

（
中
略
） 

「
だ
れ
が
造
り
ま
し
た
か
ぞ
ん
じ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
品
は
、
名
も
な
い
職
人
が
焼
い
た
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
も
と
よ
り
殿
さ
ま
な
ど
に
、
自
分
の
焼
い
た
茶
わ
ん
が
ご
使
用
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
」
と
、
百
姓
は
恐
れ
入
っ
て
申
し
あ
げ
ま
し
た
。 

「
そ
れ
は
、
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
な
か
な
か
感
心
な
人
間
だ
。
ほ
ど
よ
い
ほ
ど
に
、
茶
わ
ん
を
造
っ

て
い
る
。
茶
わ
ん
に
は
、
熱
い
茶
や
、
汁
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
そ
の
も
の
は
心
得
て
い
る
。
だ
か

ら
、
使
う
も
の
が
、
こ
う
し
て
熱
い
茶
や
、
汁
を
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
、
世
間

に
い
く
ら
名
ま
え
の
聞
こ
え
た
陶
器
師
で
も
、
そ
の
親
切
な
心
が
け
が
な
か
っ
た
ら
、
な
ん
の
役
に
も

た
た
な
い
。
」
と
、
殿
さ
ま
は
申
さ
れ
ま
し
た
。 

（
後
略
） 

『
殿
さ
ま
の
茶
わ
ん
』
小
川
未
明 

出
典
「
日
本
幻
想
文
学
集
成
⑬ 

小
川
未
明
」 

池
内
紀 

編
、
株
式
会
社
国
書
刊
行
会
、1

9
9
2

（
要
約
お
よ
び
一
部
省
略
は
作
成
者
に
よ
る
） 

 
ウ エ 
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埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
中
学
校
） 

  
 

    

【
「
読
む
こ
と
」
を
問
う
問
題
】 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
題
を
解
き
な
さ
い
。 

                 

（
１
）
情
報
機
器
の
過
度
な
使
用
が
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
問
題
は
何
で
す
か
。 

レ
ベ
ル
８ 

ア 

睡
眠
時
間
の
増
加 

イ 

社
交
的
な
関
係
の
向
上 

ウ 

疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
の
増
加 

 

（
２
） 

Ａ 

と 

Ｂ 

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
９ 

 
 

ア 

Ａ 

減
少 

 

Ｂ 

低
下 

 
 

イ 

Ａ 

低
下 

 

Ｂ 

減
少 

 
 

ウ 

Ａ 

増
加 
 

Ｂ 

低
下 

 

（
３
）
情
報
機
器
の
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
と
合
う
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 
 

ア 

使
用
時
間
に
制
限
を
設
け
ず
、
最
大
限
に
活
用
す
る 

 
 
 

 
 

 
 

レ
ベ
ル
８ 

イ 

使
用
時
間
に
制
限
を
設
け
、
十
分
な
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る  

ウ 

寝
る
前
に
情
報
機
器
を
一
切
使
用
し
な
い 

復
習
シ
ー
ト 

第
一
学
年 

国
語 

 
組 

番

号 

名

前 

イ 

 

模
範
解
答 

ウ イ ア 

Ａ
に
は
情
報
機
器
の
利
用
時
間
の
増
加
に
伴
っ
て
睡
眠

時
間
が
「
減
少
」
す
る
こ
と
、
Ｂ
に
は
、
睡
眠
の
質
と
あ

る
の
で
、
「
低
下
」
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。 

ア
は
増
加
で
は
な
く
減
少
、
イ
は
悪
影
響
で
は
な
く
有

益
な
側
面
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ウ
は
、
第
三
段

落
に
記
述
さ
れ
た
問
題
点
と
し
て
「
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
」

の
例
示
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
。 

一
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
情
報
機
器
の
利
用
が
増
加
す
る
中
で
、
睡
眠
（
す
い
み
ん
）

時
間
が 

Ａ 

し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
機
器
は
現
代
の
生
活
に
お
い
て
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
過
度
な
使
用
が
健
康
へ
の
悪
影
響
（
あ
く
え
い
き
ょ
う
）

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

二
こ
れ
ら
の
機
器
は
、
画
面
か
ら
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
を
発
し
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
は
脳
を
刺
激

し
、
睡
眠
に
関
わ
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
（
ぶ
ん
ぴ
つ
）
を
妨
（
さ
ま
た
）
げ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
就
寝
（
し
ゅ
う
し
ん
）
前
に
情
報
機
器
を
使
用
す
る
こ
と

が
、
睡
眠
の
質
を 

Ｂ 

さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
長
時
間
の
使
用
が
脳
を
刺
激
し
、
眠

り
に
つ
く
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

三
こ
れ
ら
の
機
器
の
活
用
は
社
交
的
な
人
間
関
係
を
築
く
上
で
有
益
な
側
面
が
あ
る
一
方
で
、
長
時

間
の
使
用
に
よ
り
睡
眠
時
間
が
短
く
な
る
こ
と
は
、
疲
労
の
蓄
積
（
ち
く
せ
き
）
や
ス
ト
レ
ス
の
増
加

を
招
（
ま
ね
）
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
健
康
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

四
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
情
報
機
器
の
使
用
時
間
に
適
切
な
制
約
を
設
け
、
十
分
な
睡
眠
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
は
、
健
康
的
な
生
活
を
維
持
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
す
。 

 

（
作
成
者
自
作
） 


